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総合計画
（１０年プラン）・
実行計画
（３年プログラム）
を改定しました

平成26年
（2014年）

区は、杉並区基本構想とともに平成２４年に策定した「杉並区総合計画（１０年プラン）」と「杉並区実行計画（３年プログラム）」につ
いて、区政を取り巻く社会経済状況の変化や、計画策定後の新たな課題などに対応するため、「未来につなぐ区民福祉の充実」をコン
セプトに改定作業を進めてきましたが、このたび両計画を決定しました。
この新しい計画の概要と、改定にあたり「区民等の意見提出手続」によりいただいた主なご意見、それに対する区の考え方をお知ら
せします。改定の概要・主な計画事業は２～８面をご覧ください。 検検問い合わせは、企画課へ。
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杉並区基本構想を実現するための
総合計画（１０年プラン）・

実行計画（３年プログラム）を改定しました

〈基本構想で定めた５つの目標別の事業数〉
事　業（新規事業数）目　標

 ２０（３）１　災害に強く安全・安心に暮らせるまち
 ２０（１）２　暮らしやすく快適で魅力あるまち
 １６（４）３　みどり豊かな環境にやさしいまち
 ２８（８）４　健康長寿と支えあいのまち
 ４９（１３）５　人を育み共につながる心豊かなまち
１３３（２９）計

※目標別の主な計画内容については、２～７面をご覧ください。

基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て

取
組
を
加
速
化
し
ま
す

　
区
で
は
、
本
年
３
月
か
ら
、
国
の
景
気
動

向
の
変
化
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
、
保
育
需
要
の
さ
ら

な
る
高
ま
り
な
ど
、
こ
の
間
の
区
政
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成
　
年
３

２４

月
に
策
定
し
た
「
杉
並
区
総
合
計
画
」
と

「
杉
並
区
実
行
計
画
」
の
改
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、
５
月
に
実
施
し
た
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
策
定

し
た
計
画
の
改
定
案
を
公
表
し
、
区
民
等
の

意
見
提
出
手
続
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、　６１

件
、
２
８
５
項
目
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
加
え
て
、
区
議
会
、
基
本
構
想
実
現

の
た
め
の
区
民
懇
談
会
、
学
識
経
験
者
か
ら

な
る
行
政
経
営
懇
談
会
な
ど
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
計
画
の
事
業
規
模

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
も
と
よ
り
、
一
層
わ
か

り
や
す
い
内
容
に
と
い
う
観
点
も
含
め
て
検

討
の
う
え
修
正
を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
、
計
画

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
改
定
後
の
総
合
計
画
、
実
行
計
画
の
計
画

期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
　
年
度
か
ら
　
年

２７

３３

度
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
と
な
り
ま

２７

２９

す
。
杉
並
区
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
取

組
を
加
速
化
さ
せ
る
べ
き
大
変
重
要
な
期
間

と
な
る
た
め
、
ま
ず
は
平
成
　
年
度
の
予
算

２７

編
成
に
実
行
計
画
事
業
の
関
連
経
費
を
計
上

し
、
来
年
度
以
降
、
計
画
に
基
づ
き
し
っ
か

り
と
各
分
野
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
ど
う
か
、
引
き
続
き
、
区
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

杉並区長

　
◇
計
画
改
定
の
経
過

　
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
５
月
に

区
民
や
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
伺
っ
た
上
で
計
画
案
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
案
を
も
と
に
、
９
月

１
日
号
の
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
等

で
「
杉
並
区
区
民
等
の
意
見
提
出

手
続
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
る
意

見
提
出
手
続
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん

か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と

に
計
画
案
に
修
正
を
加
え
、
計
画

を
改
定
し
ま
し
た
。

　
◇
計
画
の
基
本
方
針

　
総
合
計
画
は
、
計
画
期
間
の
　１０

年
を
「
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ

ャ
ン
プ
」
の
３
段
階
で
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
平
成
　
～
　
年
度
は

２７

３０

「
ス
テ
ッ
プ
」
の
期
間
に
あ
た
る

た
め
、
平
成
　
年
度
の
最
終
目
標

３３

に
向
け
て
、
取
組
を
加
速
化
す
る

期
間
と
位
置
づ
け
ま
す
。

【計画の体系】

基本構想（１０年ビジョン）区の最上位の計画、区政運営の指針

各年度の予算

今
回
改
定
し
た
計
画

総合計画（１０年プラン） 基本構想実現の具体的道筋となる計画
（計画期間＝平成２７～３３年度）

実行計画（３年プログラム）
財政の裏付けを持つ３か年計画
（計画期間＝平成２７～２９年度）

協働推進計画
行財政改革推進計画

　計画の詳細と「区民等の意見提出手続」の
結果は、区ホームページで閲覧できます。そ
のほか、企画課（区役所東棟４階）、区政資料
室（西棟２階）、区民事務所・分室、駅前事務
所、図書館で２７年１月９日まで閲覧できます
（各閲覧場所の休業日を除く）。
※区立施設再編整備計画による廃止に伴い、
阿佐谷区民事務所・宮前分室・桜上水北分室
は１２月２６日金、高円寺駅前事務所は１２月２７日
土までの閲覧となります。
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杉並区役所緯３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

目標１　災害に強く安全・安心に暮らせるまち

◆安全・安心の向上

◆みどりとにぎわい

目標１　災害に強く安全・安心に暮らせるまち

目標ごとの主な計画内容のあらまし

主な取組
○耐震改修の促進（重点）
・区内建築物の耐震診断・耐震改修に対する助成を行い、災害時に倒れに
くいまちづくりを進めます。

○震災救援所周辺等の不燃化の促進（重点）
・震災救援所（区立小中学校）周辺及びそれに至る緊急道路障害物除去路線
沿道の不燃化をはじめ、災害時に燃えにくいまちづくりを推進します。

○木造密集地域の解消対策の推進（重点）
・災害時に大きな被害が想定される木造密集地域では、これまでの助成制
度に加え、東京都が推進する不燃化特区制度を活用し、建築物のさらな
る不燃化促進を図ります。

○総合治水対策の推進
・雨水貯留、浸透施設の整備や水害が多発する地域への重点的な対策など
を実施するとともに、東京都の河川・下水道整備事業との連携、事業促
進の要請による総合治水対策を推進します。

目標値目標値これまでの実績
指標名

３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

９６％９２％９０％８１.７％８０％区内建築物の耐震化率

７０％６２％－ ※５４％５３.１％木造密集地域の不燃化率
(阿佐谷南・高円寺南地区)

６０％５２％４７％４６％４３.３％雨水流出抑制対策施設の
整備率

施策指標

　妊娠・出産期からつながりのある総合的な子育て支援
を推進します。また、次代を担う子どもたちの健全育成
を図ります。
煙身近な公園に乳幼児エリア「（仮称）すくすくひろば」
を設置渇目標３

煙保育施設の整備を推進渇目標５
煙産後ケア事業の実施による母子支援
の充実渇目標５

煙地域団体との協働で「（仮称）子ども
プレーパーク事業」を実施渇目標５

煙学校ＩＣＴの推進等による教育の充
実渇目標５

　首都直下地震などの大規模災害に備え、減災の視点に立った災害に
強いまちづくりを加速化します。
煙木造密集地域の解消と狭あい道路の拡幅を促進渇目標１、目標２
煙地域防災力の向上渇目標１
煙ＩＣＴを活用した災害情報の収集と発信渇目標１
煙馬橋公園等の防災機能の強化による地域の防災性の向上渇目標３
煙震災救援所に太陽光発電機器・蓄電池を設置渇目標３

　
　犯罪や水害の発生しにくい、誰もが安心して暮らすことのできる地
域づくりを加速化します。
煙防犯力の高いまちづくり渇目標１
煙水害多発地域の対策を推進渇目標１

　みどりの保全や河川の整備等を進め、まちのうるおいを
維持、拡大します。また、地域特性を活かしたまちづくり
を進めてにぎわいを創出します。
煙地域特性を活かした多心型まちづくりの推進渇目標２
煙「にぎわい創出・観光情報発信」の拠点整備渇目標２
煙憩いの水辺創出～「（仮称）みんなの夢水路」整備
　渇目標３
煙（仮称）荻外荘公園の整備渇目標３

　生涯にわたって健康な生活を送ることができるよ
う、健康寿命の延伸を図るとともに、認知症対策や
地域包括ケア、特別養護老人ホームの整備等を進め
ます。
煙健康づくりの推進・がん対策の推進渇目標４
煙国との財産交換による福祉と暮らしのサポート
拠点の整備渇目標４

煙地域包括ケアと認知症対策の推進渇目標４
煙多様な手法による特別養護老人ホームの整備推
進渇目標４

≪≪分分野野別別のの主主なな取取組組≫≫≪分野別の主な取組≪分野別の主な取組≫≫

施策名：災害に強い防災まちづくり

未来
につなぐ

未来
につなぐ

充実充実区民福祉の区民福祉の 改改定定ののポポイインントト改定のポイン改定のポイントト

◆健康長寿の推進

◆次世代支援の充実

※改定に伴い新しく設定した指標のため、数値なし。３～７面の「－」も同様。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

主な取組
○地域防災力の向上（重点）
・防災市民組織に配布を進めているスタンドパイプについて、防災マップ
や設置場所の案内表示による区民周知を図るとともに、防災市民組織へ
の追加配備や駅周辺の商店街等への新規配布を進め、資器材を活用した
初期消火訓練の充実による区民の防災意識と災害対応力の向上を図りま
す。また、地域及び関係機関との連携を密にした効果的な訓練をさらに
推進し、地域防災力を高めていきます。

○帰宅困難者対策の推進（重点）
・帰宅困難者の安全を守るため一時滞在施設を確保するとともに、一時滞
在施設に対して帰宅困難者向けの防災用品の備蓄に係る購入費用の補助
を実施します。また、JR各駅における駅前滞留者対策協議会の設置、訓
練を拡充します。

○ICTを活用した災害情報の収集と発信（重点）
・災害発生時に、現地の被害状況等について区民等のスマートフォンなど
から直接情報提供を受け、その情報をGIS（地理空間情報システム）を
使用して速やかに把握します。また、最新の被害状況や避難経路等の情
報を区民に発信・共有することにより、安全な避難誘導を行うなど、二
次災害の発生防止につなげます。

施策名：減災の視点に立った防災対策の推進

目標値目標値これまでの実績
指標名

３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

１００％９６％９５％８８.２％８９.３％
家庭内で何らかの防災対
策を実施している区民の
割合

１００％９２％９０％８３.９％８２.５％
避難・救護の拠点である震
災救援所（区立小中学校）
を認知している区民の割合

４０,０００
人

３７,５００
人−３５,０９３

人
３８,１３２
人

防災訓練に参加した区民
数

１２０施設８０施設−−−一時滞在施設の指定数

施策指標

主な取組
○狭あい道路拡幅整備事業と電柱セットバックの推進（重点）
・狭あい道路を拡幅整備して防災性の向上と円滑な通行の確保を推進する
とともに、区民や事業者の協力を得ながら電柱のセットバックを進め、
安全で快適なまちづくりを進めます。

○鉄道連続立体交差の促進（重点）
・安全で利便性の高いまちづくりに向け、鉄道の連続立体交差事業推進に
取り組むとともに、住民と協働して沿線のまちづくりを進めます。

○ユニバーサルデザインのまちづくりの推進（重点）
・｢杉並区バリアフリー基本構想」で定めた「重点整備地区」をはじめとし
た、区全体のバリアフリー化やユニバーサルデザインによる整備を実施
し、誰もがどこでも自由に暮らしやすいまちづくりを進めます。

目標値目標値これまでの実績
指標名

３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

９０％８８.５％８７.０％８７.７％８４.５％区内での定住意向

８,０５２ｍ７,０２２ｍ７,０２２ｍ７,０２２ｍ６,６４２ｍ都市計画道路(区道)完成
延長

施策指標

主な取組
○防犯力が高いまちづくり（重点）
・小学校通学路への防犯カメラの設置などの防犯対策や、区民との協働に
よる落書き消去活動などにより、犯罪が起こりにくいまちづくりを推進
します。

○地域防犯対策の推進（重点）
・地域住民の防犯自主活動に対し、必要な助成を行うとともに、地域住民
が積極的に活動に参加できるよう場を提供します。また、多発する振り
込め詐欺被害を防止するため、警察や防犯自主団体、関係機関と連携し、
振り込め詐欺対策を推進します。

○消費者被害防止の強化
・消費者相談や助言を行うとともに、消費者講座等の開催により消費者被
害の未然防止につなげます。

目標値目標値これまでの実績
指標名

３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

３,０００件４,０００件５,０００件５,４３１件５,６３４件区内における刑法犯認知
件数（年）

１６７
団体

１５９
団体

１５２
団体

１５１
団体

１４７
団体地域防犯自主団体数

１,３００件１,４００件１,８００件１,７３５件１,８６０件区内における交通事故件
数（年）

施策指標

施策名：安全・安心の地域社会づくり

施策名：利便性の高い快適な都市基盤の整備

目標２　暮らしやすく快適で魅力あるまち
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目標３　みどり豊かな環境にやさしいまち

主な取組

○杉並産エネルギーの創出と省エネルギーの推進（重点）
・震災救援所（区立学校等）に、太陽光発電機器と蓄電池を設置し、災害
時に必要なエネルギーを供給します。また、低炭素化を推進する機器の
設置費用を助成し普及を促すことで温暖化対策を進めます。

○魅力ある快適な生活環境の確保
・環境美化活動や環境保全に向けた取組など地域における区民等の自主
的・自発的な取組への支援をさらに拡充していきます。

目標値目標値これまでの実績
指標名

３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

９６.２％９７.６％―９９.４％
（２３年度）―

区内の年間二酸化炭素
排出量比率
（平成１７年度比）

２,２８０万
kWh

１,７６０万
kWh

１,１２０万
ｋＷｈ

１,２４０万
ｋＷｈ

１,０２２万
ｋＷｈ

区内太陽光発電による
発電量

１００％９５％９０％７９.３％７７.９％環境に配慮した取組を
行っている区民の割合

施策指標

主な取組
○みどりの保全（重点）
・屋敷林をはじめとする貴重なみどりを区民共有の資産として後世に引き
継ぐため、保護指定制度の充実や、市民緑地の設置、緑地保全モデル地
区での保全に取り組みます。

○馬橋公園の整備（重点）
・区立馬橋公園に隣接する国家公務員宿舎の廃止に伴い、公園の拡張用地
として取得し、防災機能を高めることにより地域の防災性の向上を図る
とともに、より多くの方に利用される公園となるよう整備していきます。

○（仮称）荻外荘公園の整備（重点）
・屋敷林としての形態を残し、荻外荘の持つ歴史的・文化的価値を最大限
活用し、住宅都市杉並の歴史を代表する良質な邸宅として後世に引き継
いでいきます。また、大田黒公園や角川庭園など周辺施設との連携や回
遊性に留意しつつ、多くの人が集い、交流する場となるよう整備・活用
していきます。

目標値目標値これまでの実績
指標名

３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

２５％
（４４年度）

２３％
（３０年度）

２３％
（３０年度）

２２.１７％
(２４年度)２２.１７％緑被率

２.４６㎡２.１２㎡２.１０㎡２.０６㎡２.０７㎡区民１人当たりの都区
立公園面積

施策指標

主な取組
○荻窪駅周辺都市再生事業の推進（重点）
・荻窪駅周辺について、地域住民との連携・協力により、まちの将来構想
を描くとともに、その実現に向けた取組を進めます。また、南北分断の
解消と都市機能のさらなる強化に向けて幅広い視点から検討を進め、国
や都、鉄道事業者等と協議・調整を行いながら、｢都市再生まちづくり｣
を進めます。

○多心型まちづくりの推進（重点）
・交通拠点である駅を中心に、地域特性を活かした商業・業務の活性化や
生活利便性の向上を図り、にぎわいと多彩な魅力ある「多心型まちづく
り」を進めます。
・駅周辺まちづくりの推進にあたっては、施設整備・基盤整備などのハー
ド施策と、商業振興や地域コミュニティ活動活性化などのソフト施策と
の連携を図り、地域資源を活かした総合的なまちづくりを進めます。

○杉並らしさを活かした観光事業の推進（重点）
・中央線沿線をはじめ区内各所に多数存在する行事、芸能、食文化などの
多様なコンテンツを「杉並らしさ」という視点から集約・再構築し、さ
まざまなメディアを活用して効果的に発信していきます。
・杉並芸術会館（座・高円寺）の地域活性化事例を踏まえ、阿佐ケ谷駅周
辺等のまちづくりと連携して地域のにぎわいや交流創出の視点を取り入
れた検討を進めるとともに、西荻窪駅周辺のにぎわい創出と区内の観光
情報発信のための拠点整備について検討・実施します。また、杉並ナン
バーの普及を促進し、杉並の知名度を高めます。

目標値目標値これまでの実績
指標名

３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

９５％９３％９２％９１.９％９０.５％住環境に満足する区民の
割合

８５％８２％８０％７８.５％７６.７％杉並区のまちを美しいと
思う人の割合

７５９,０００
人

７３１,０００
人−７０３,５９９

人
６８４,５７７
人

区内全駅の１日平均乗降
人員

６７０,０００
人

６３０,０００
人−５８３,０３４

人
４９６,３９７
人

「すぎなみ学倶楽部」の
アクセス数

施策指標

主な取組
○地域特性を活かした商店街活性化促進（重点）
・区内各地域の特性を踏まえた商店街の支援を行い、区民の日常生活の利
便性を向上させるとともに、地域の活性化につなげます。

○都市型農業の支援（重点）
・区の貴重な財産である農地の保全に結びつくよう、農業者への経営支
援、農とのふれあいの場の創出、地産地消の推進など、幅広い視点から
都市型農業を支援します。

○若者等の就労支援
・就労意欲がありながら雇用機会に恵まれない若者等の就労支援を行いま
す。

目標値目標値これまでの実績
指標名

３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

年
６００人
以上

年
６００人
以上

ー年
６０６人

１０９人
（２３年１２月
３日～）

就労支援センターの利用
により、就職が決定した
人数

年４５件年４５件−−−創業支援による創業者数
６５％６２％６０％６０.３％５９.１％商店街への満足度
３７０

（３１年分）
３５０

（２７年分）−３３０
（２３年分）

３４０
（２２年分）区内農業産出額（百万円）

施策指標

施策名：魅力的でにぎわいのある多心型まちづくり

施策名：地域の特性を活かし将来を見据えた産業の振興

施策名：水とみどりのネットワークの形成

施策名：持続可能な環境にやさしい住宅都市づくり

○「（仮称）みんなの夢水路」の整備
・善福寺公園内の水路（通称「ホタル水路」）を、親水施設「(仮称)みんなの
夢水路」として地域の小学生などとの協働で整備、水辺環境の再生・創出
に取り組みます。

○「（仮称）すくすくひろば」の設置
・園庭のない保育所周辺の公園に、０～２歳児を中心とした乳幼児の遊びの
エリア「（仮称）すくすくひろば」を３年間で１４カ所設置します。
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主な取組
○特別養護老人ホーム等の整備（重点）
・公有地、民有地の活用や建設助成を行うなどにより、引き続き在宅生活
を支えるショートステイを含む特別養護老人ホームの整備を進めます。
さらに、静岡県南伊豆町との連携による特別養護老人ホーム整備を踏ま
えた区域外整備の拡大及び小規模特養の区内整備及び介護老人保健施設
について整備を検討します。

○認知症高齢者グループホーム等の整備（重点）　 　
・認知症高齢者が家庭的な環境のもと少人数で共同生活を行うグループホ
ーム及び在宅生活を支援する通い、泊まり、訪問の機能を備えた小規模
多機能型居宅介護事業所の整備を、公有地、民有地の活用や建設助成を
行うなどにより推進します。

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

２,３０７人１,９２５人１,６０７人１,３７７人１,３０７人特別養護老人ホーム確保
定員

６７２人５２８人―３１９人２７４人認知症高齢者グループホ
ーム定員

５００戸３４３戸―４３戸３２戸ケア付き住まい確保戸数

主な取組
○地域包括支援センターの機能強化（重点）
・高齢者が住み慣れた地域で暮らせるよう、地域包括支援センターに「（仮
称）地域包括ケア推進員」を配置し、医療と介護の連携や今後増加が予
想される認知症高齢者・家族への支援体制を推進します。

○認知症対策の充実（重点）
・認知症の早期発見・早期対応のため、相談体制の充実と対応困難な認知
症高齢者への訪問支援など、医療機関と連携して治療に繋げます。ま
た、認知症の治療や介護サービスの流れを明らかにした認知症ケアパス
等を作成します。さらに地域の人たちと協働して認知症への理解や地域
で支援する体制を充実します。

○（仮称）天沼三丁目複合施設の整備（重点）
・国との財産交換により取得予定の荻窪税務署及び隣接する国家公務員宿
舎跡地の用地を活用し、医療・看護の提供機能を持った特別養護老人ホ
ームと地域包括ケアのバックアップ機能、生活相談、就労・自立支援機
能を持つ複合施設を整備します。これにより、若者や現役世代も含め、
誰もが気軽に利用できる福祉と暮らしのサポート拠点として、区民福祉
の向上を図ります。

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

８０％７５％―７１.３％７０．３％

要介護３以上の介護サー
ビス受給者のうち在宅サ
ービスを受けている者の
割合

８５％８３％８０％７３.０％７９.１％在宅介護を続けていける
と思う介護者の割合

主な取組
○区民健康づくりの推進（重点）
・生涯にわたって健康な生活を送り健康寿命の延伸を図るため、区民、事
業者、関係団体及び区が、協働して健康づくりを実施しやすい環境を整
備し、区民が継続的に健康づくりに取り組めるよう支援を充実します。

○がん対策の推進（重点）
・がん予防に関する知識の普及啓発、がん検診の推進、がん患者と家族へ
の支援など、総合的にがん対策を推進します。

○生活習慣病予防対策の推進
・健康的な生活習慣が実践できるよう普及啓発事業を再構築するととも
に、健診データ等の分析に基づき、特に糖尿病に重点をおいた生活習慣
病予防対策を推進し、区民の健康増進及び医療費の適正化を目指します。

○「心の健康づくり」の推進 
・うつ病対策等の精神保健の取組に加え、自殺防止にも寄与するよう、講
演会や心の健康相談の内容を充実し実施するとともに、連絡会の設置や
相談体制の整備をします。

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

男性
８４歳
女性
８７歳

男性
８３歳
女性
８６歳

男性
８３歳
女性
８６歳

男性
８２.７歳
女性
８５.７歳
（２４年）

男性
８２.５歳
女性
８５.５歳
（２３年）

６５歳健康寿命

１５.６％１８％

男性
４０％
女性
１１％

男性
３９．２％
女性
１１.２％

男性
４０.６％
女性
１１.３％

内臓脂肪症候群の該当者
とその予備群の割合

男性
９２.１％
女性
５１.４％

男性
９４.８％
女性
５２.９％

―

男性
１０２.１％
女性
６５.０％
（２４年）

男性
９７．５％
女性
６６．９％
（２３年）

がんの７５歳未満
年齢調整死亡率

主な取組
〇重度障害者通所施設の整備（重点）
・障害者が安全で安心して充実した日々を送れるよう、重度障害者や特別
支援学校の卒業予定者数の実態等を踏まえ施設整備を行い、日中活動の
場を確保します。また、医療的ケアの必要な利用者の増加への対応を検
討します。

〇障害者の就労支援の充実（重点）
・障害者本人への就労相談、さまざまな就労体験の場の提供、定着支援など
の取組や身近な地域での働く場の確保や受入企業への支援を実施します。
また、地域の障害者施設の通所者への工賃アップの支援を実施します。

○障害者の社会参加支援の充実
・2020年東京オリンピック・パラリンピック開催決定を契機に、障害者ス
ポーツの普及・振興策を新たに検討・実施します。また、障害者の外出
時の付き添いガイドヘルパーを派遣する「移動支援事業」を実施し、障
害者の余暇活動、社会活動への参加を支援します。

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

１２０人１１５人１１０人１０６人８０人年間新規就労者数

２３８人２２０人―１７６人１７６人重度障害者施設の利用者
数

１,３００人１,０３０人―７５２人６９５人移動支援事業利用者数

施策名：いきいきと暮らせる健康づくり

目標４　健康長寿と支えあいのまち

施策名：高齢者の地域包括ケアの推進

施策名：要介護高齢者の住まいと介護施設の整備

施策名：障害者の社会参加と就労機会の充実
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主な取組
○保育施設等の整備（重点）
・平成27年度に本格実施となる「子ども・子育て支援新制度」を踏まえて、
保育需要に的確に対応するため認可保育所を核とした保育施設を整備す
るとともに、区立保育園を改築・改修します。

○多様な保育サービスの推進（重点）
・保護者の就労の機会を確保するとともに、乳幼児が心身ともに健全に発
達できるよう、障害児保育・延長保育・一時預かり保育・病児保育など、
利用者の多様なニーズに対応した保育サービスを提供します。

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

０人０人０人
１１６人
(２６年
４月)

２８５人
(２５年
４月)

保育所入所待機児童数

９０％
以上

９０％
以上

９０％
以上８５.８％８９.８％保育園利用者の満足度

主な取組
○次世代育成基金の活用推進（重点）
・次世代育成基金を活用して、自然・文化・芸術・スポーツなどのさまざ
まな体験・交流事業への参加を支援します。また、基金趣旨の一層の周
知と応援寄附募集の取組を推進するとともに、基金活用事業の拡充を図
ります。

○学童クラブの整備（重点）
・小学校の余裕教室等を活用して、学童クラブを整備し、行き帰りの安全
の確保を図り、より安全・安心な学童クラブとして充実させるとともに、
校庭や体育館なども活用した学童クラブ運営による育成環境の充実も図
ります。

○放課後等居場所事業の実施
・放課後子ども教室の実績がある学校や、学童クラブが校内に設置された
学校など小学校を対象に、地域団体との協働による運営も視野に、放課
後等居場所事業を段階的に拡充して実施し、学童クラブ利用児童との交
流機会を確保するなど、現在の児童館が果たしている小学生の居場所機
能を継承し、充実・発展させる取組を進めます。

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

７５％７２％７０％５８.９％６２.０％
将来の夢・目標が定まっ
ている子ども（高校生）の
割合

０人０人０人
４９人
(２６年
４月)

７０人
（２５年
４月）

学童クラブ待機児童数

主な取組
○安心して妊娠・出産できる環境の整備
・出産育児準備教室を実施し、妊娠から産後の健康な生活について正しい
知識の普及や父親の育児参加を推進するとともに、経済的負担の大きい
特定不妊治療費の一部助成や不妊相談の充実を図ります。また、減少す
る産科医・助産師への支援を行い、区内で安心して出産できる環境を整
えます。

○産後における母子支援の充実（重点）
・継続的な支援が必要な妊婦と産後早期の母子に対し、母子ショートステ
イ及び母子デイケア、母子訪問支援による産後ケア事業を実施します。
また、すこやか赤ちゃん訪問事業での保健師等専門職による健康相談等
やあそびのグループ事業を通じた助言等により、育児不安の軽減等を図
るなど、妊娠期から産後までつながりのある母子保健サービスと子育て
支援サービスを総合的に推進します。

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

５５％５２％－４７.６％４９％パパママ学級受講率

９９％
以上

９９％
以上－９６.１％９９．５％すこやか赤ちゃん訪問率

施策名：地域福祉の充実

主な取組
○生活困窮者やひきこもり等の若者の支援の充実（重点）
・生活困窮者やひきこもり・ニート等の将来生活困窮者となるリスクのあ
る者を対象に、自立相談支援事業を核として家計相談や学習支援を実施
するとともに、関係機関と連携した就労準備支援などにより、生活保護
に至る前の段階から伴走型自立支援を行います。

○災害時要配慮者支援の充実（重点）
・「地域のたすけあいネットワーク（地域の手）」への登録を促進するとと
もに、避難生活で特に支援が必要な要配慮者の避難場所となる専門性の
高い支援を行う福祉救援所の設置を進めます。また、ＧＩＳ（地理空間
情報システム）を活用した災害時要配慮者支援システムの運用により、
災害発生時に要配慮者の安否を迅速に確認します。

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

１万
６,５００人

１万
２,５００人－７，８３５人８，７７５人地域のたすけあいネット

ワーク登録者数

１５０人１００人－－－
生活困窮者自立支援法に
基づく相談支援実施後の
就労自立者数

１,３００件１,２００件－９０４件８６０件後見制度利用手続き支援
件数

施策名：妊娠・出産期の支援の充実

施策名：就学前における教育・保育の充実

施策名：子ども・青少年の育成支援の充実

目標５　人を育み共につながる心豊かなまち

○（仮称）子どもプレーパーク事業の実施
・区内公園を活用し、子どもたちが自分たちの創造力を活かし、自由に遊び
を作り出すことができる事業を展開します。
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区と区民とが共につくる地域社会を築いていくためには、地域の活動やそれを担う人材を育
み、地域の力を高め、支えあうことが重要です。基本構想の実現に向けて協働推進の基本的な
方針を定め、それに基づく取組を進めます。

協働推進基本方針

施策名：学校教育環境の整備・充実

施策名：学びとスポーツで世代をつなぐ豊かな地域づくり

地域人材の育成と 
地域活動環境の充実に向けた支援 
～多様な主体の協働による 
地域の公共的な課題の解決～

　地域で活動する区民や団体、ＮＰＯなど、多様な主
体の協働による地域の公共的な課題の解決を目指し、
人材の育成や活動環境の充実に向けた支援を行いま
す。
◇主な取組
○協働提案制度の実施　　
・多様な地域団体間に、より多くの協働の関係を創り
出し、地域の公共的な課題に取り組みます。

○中央線あるあるプロジェクトの推進
・杉並への集客力を高め、商機を創出するため、中
央線４駅等の魅力を効果的に発信する取組を、区
内産業団体等との実行委員会により推進します。

○地域人材を発掘し、育成するための新たな仕組みづ
くり
・地域福祉向上のために活動するさまざまな関係団
体と協力し、新たな担い手となる人材を育成する
仕組みを検討し、実施します。

協働を支える情報発信と、 
区と区民との 

コミュニケーションの充実 
～参加と協働を支える区民との 
コミュニケーションの充実～

　参加と協働による地域社会づくりを推進する
ために必要な、区政や地域の情報を積極的に発
信すると同時に、区と区民とのコミュニケーシ
ョンの充実を図ります。
◇主な取組
○地域活動応援サイト「すぎなみ地域コム」の
運営
・区民の地域活動への参加や地域団体間の協
働の取組を、情報面から支援します。

○ICTを活用した災害情報の収集と発信
・災害発生時に、区民等のスマートフォンな
どから直接提供を受けた現地の被害情報等
を、GIS（地理空間情報システム）を使用
して速やかに把握し、最新情報を区民に向
けて発信するなど、二次災害の発生防止に
つなげます。

区民参加の促進 
～区民参加による地域社会づくり～

　幅広い年代の区民が区政に参加し、区と区民
とが身近な地域の課題を共有するとともに、協
力・連携して解決することができる地域社会づ
くりを目指します。
◇主な取組
○防犯対策の推進　　
・区、区民、関係団体等が協力し、振り込め
詐欺根絶集会の開催、落書き消去活動や区
境パトロール等を実施します。

○みどりの保全に向けた活動（花咲かせ隊、す
ぎなみ公園育て組等）
・地域住民が身近な公園等の管理や清掃を自
主的に行うことにより、地域活動の活性化
を図るとともに、緑化・美化に対する意識
を高めます。

○まちづくり条例に基づくまちづくりの推進　
　・地域住民の参加により、幅広い観点からま

ちづくりの取組を進めます。
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施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

５０％４５％４０％４１.１％３９.７％成人の週１回以上のスポ
ーツ実施率

７０％６５％６０％５９.７％５１.０％社会参加活動者の割合
３３０万人３１３万人３０９万人２７７万人２７７万人図書館利用者数

施策指標
目標値目標値これまでの実績

指標名
３３年度

駒

２９年度

駒

２６年度
（目標）２５年度２４年度

１４校６校ーーー小中学校の老朽改築校数

１.３人２.４人−９.０人９.１人児童・生徒用端末１台当
たりの児童・生徒数

小学校
４０冊
中学校
１５冊

小学校
３８冊
中学校
１４冊

小学校
３６冊
中学校
１２冊

小学校
３５.０冊
中学校
７.３冊

小学校
２９.７冊
中学校
６.７冊

学校図書館の年間平均貸
出冊数（児童・生徒１人当
たり）

主な取組
○区立小中学校の改築（重点）
・小中学校の老朽改築工事を進めるとともに、小中一貫教育校や適正配置
に伴う改築に取り組みます。

○学校図書館の充実 
・教員と学校司書との連携による学校図書館を活用した教育活動の実践的
な研究を指定校で行い、その成果を各学校での実践につなげていきま
す。

○学校ＩＣＴの推進（重点）
・動画や立体画像など、多彩で魅力的なデジタル教材の利用を促進し、教
材準備の効率化と子どもたちの理解の向上に役立てます。また、将来的
には１人に１台の専用機配布を目指すとともに、セキュリティーが確保
されたネットワークを整備し、２１世紀の教育にふさわしい学習環境を整
えていきます。

主な取組
○スポーツを推進する環境づくり
・スポーツ・運動が、より身近になることで健康維持に役立ち、さらに地
域のつながり・交流に結び付くように働きかけます。また、地域のスポ
ーツ団体などのネットワークづくりや指導者の養成のほか、区民の自主
的、主体的な活動を支援します。

○体育施設の整備（重点）
・区民のスポーツ意欲に応えた、誰もが利用しやすい施設となるようスポ
ーツ施設を整備します。

○図書館サービスの情報化の推進
・時代の変化を踏まえて、電子情報サービスへの対応を図るなど、図書館
サービスを充実します。
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常に事務事業を見直し、効率的な執行に努め、「最少の経費で最大の効果を挙げる」ことは、
行政の責務です。基本構想の実現に向けて行財政改革の基本的な方針を定め、それに基づ
く取組を進めます。

行財政改革基本方針

基本構想は、杉並区の将来像を示すものであり、区と区民が共有し、
力を合わせてこれからの杉並区を築いていくための指針です。
この基本構想の実現に向けて、区民と共にその達成度を確認しなが
ら取り組みます。

◇主な取組
○基本構想実現のための区民参加の仕組みづくり
・「基本構想実現のための区民懇談会」や、無作為抽出による区民意見交換
会などを活用し、基本構想や総合計画の達成度・進捗状況を確認しなが
ら、区民と共に基本構想の実現に取り組みます。

○総合計画の進捗状況の公表
・総合計画の進捗状況について、毎年度、広報等を通じて公表し、区民に
周知します。

区民と共に実現する基本構想
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構築と人材の育成

　公務員制度改革に対応した人事・給与制度の見直しを進
めるほか、職員の育成に努めます。また、民間活力を有効
に活用し、より簡素で効率的な組織体制と職員定数の適正
化を図ります。
◇主な取組
○公務員制度改革に対応した人事・給与制度の見直し
・職務職責を反映させるよう人事給与制度を見直します。
○職員定数の適正化
・業務・執行方法の見直しや組織再編により、３年間で
100名の職員削減に取り組みます。

効率的な行政運営

　事業の運営や執行方法の見直し・改善
を常に行うとともに、民間事業者等の多
様な主体を活用したサービス提供を進
め、創造的で効率的な自治体経営を目指
します。
◇主な取組
○業務の委託の推進
・国保年金課、介護保険課、課税課の
業務を分析し、官・民の役割分担を
明確化した上で、委託を進めます。

財政健全化と 
持続可能な財政運営の実現

　必要なサービスの提供や施策を推進しながらも、
財政の健全性を保ちつつ、持続可能な財政運営に努
めます。
◇主な取組
○広告収入の確保
・区から情報提供する各種媒体への広告掲載の可
能性を検討し、広告収入の確保を図ります。

○税・保険料・利用料等の収納率の向上
・口座振替の勧奨に加え、コンビニ収納等の拡大
に向けた検討を進め、収納率向上を図ります。
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分権型時代の自治体間連携などの取組推進

　災害時における自治体間連携の仕組みであるスクラム支援や、南伊豆町に
おける特別養護老人ホームの整備に向けたこれまでの取組をモデルとして、
特定の事業を介した新たな基礎自治体間の広域連携を積極的に進めます。
◇主な取組
○基礎自治体間の新たな広域連携の推進　
　・特定の事業を介した新たな基礎自治体間の広域連携を進めます。
○区立学校と区内都立学校との連携協働による教育活動の推進
・本年３月に締結した区教育委員会と区内都立学校との連携協働に関する
包括協定に基づき、相互の教育活動の充実に向けて検討を進めます。

区立施設の再編・整備

　区立施設再編整備計画に基づく再編によって生み出された施設・用地を有
効に活用し、誰もが利用しやすい施設整備を推進します。また、国や東京都、
他自治体等と連携・協力して公有地や資産の有効活用に努めます。
◇主な取組
○区民住宅の廃止　　
　・５つの区民住宅（ベルサラン）の廃止に向けた取組を進めます。
○東京都・国との連携・協力によるまちづくりの推進　
　・東京都や国との連携・協力により、資産を有効活用します。
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計画改定にあたり実施した区民等の意見提出手続の結果は以下のとおりです。たくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。
【意見提出期間】９月１日～３０日　　【意見提出件数】６１件（延２８５項目）

総合計画（１０年プラン）・実行計画（３年プログラム）
改定案に対する区民等の意見提出手続の結果

区の考え方主な意見の概要該当箇所
現在、区主催の講演会や防災リーダー養成講座を開いているほか、東京都と連携
し、地域防災学習交流会や専門家派遣講習会などを行っています。いただいたご
意見を参考に地域及び関係機関等との連携を密にし、より効果的な事業展開を図
り、地域防災力の向上に取り組んでいきます。

区民の関心が高い防災、特に防災体制の強化について、防災関係機
関による体制整備が必要であり、防災市民組織の果たす役割は大き
く、育成・強化は地域防災力を高める上で重要である。

施策２
減災の視点に立っ
た防災対策の推進

区内産業団体や企業、ＮＰＯ等とともに、都市観光の観点から杉並区の魅力をＰ
Ｒする、「中央線あるあるプロジェクト」を引き続き推進していきます。

シティ･セールスの観点から、区内の地域資源や産業施設のネット
ワーク化と、それらの効果的な情報発信が非常に重要なので、現在、
区内産業団体等で地域経済活性化を目的に推進している｢中央線あ
るあるプロジェクト｣について、支援の強化をお願いしたい。

施策６
魅力的でにぎわい
のある多心型まち
づくり

要介護状態の高齢者もその家族も住み慣れた地域で住み続けられる体制を構築し
ていくことが必要であると認識しています。地域包括支援センターへの（仮称）
地域づくり推進員については、ご意見を踏まえ、平成２７年度から２０所すべての地
域包括支援センターに「（仮称）地域包括ケア推進員」として配置することとし、計
画を一部修正いたします。

介護や認知症対策には自助努力や家族介護等だけではなく「公助」
が欠かせない。
地域包括支援センターへの地域づくり担当配備は現在３所で少な
く、拡充すべきである。
【他、同趣旨１件】

施策１４
高齢者の地域包括
ケアの推進

今後も、保護者のニーズの高い認可保育所を核とした保育施設の整備を計画的に
進めていきます。
ご意見を踏まえ、新たに公有地を活用した区立保育園の整備により保育の受入定
員を更に拡充することとし、保育施設の整備計画を一部修正いたします。

保育の待機児童解消に向け引き続き保育施設の整備を進めてほし
い。施策２２

就学前における教
育・保育の充実 保育施設の整備は認可保育所を中心に進めるべき。

【他、同趣旨１件】
いじめ対応については、保護者対象の相談窓口があり、学校関係者に周知してい
ますが、今後、さらにさまざまな機会をとらえて広報周知する予定です。また、
今年度は、中学生等の意見を聞きながらSNSに対応したスマホのアプリの開発に
取り組んでいます。

いじめに関する電話相談やインターネットによるトラブルや被害か
ら子供たちを守る取組に、親１１０番の設置、町内会など地域団体を通
しての広報の強化等を追加する。

施策２６
成長・発達に応じ
たきめ細かな教育
の推進

いただいたご意見（要旨）と区の考え方、計画案の修正箇所と修正内容については、区ホームページで閲覧できます。そのほか、企画課（区役所
東棟４階）、区政資料室（西棟２階）、区民事務所・分室、駅前事務所、図書館で２７年１月９日まで閲覧できます（各閲覧場所の休業日を除く）。
※区立施設再編整備計画による廃止に伴い、阿佐谷区民事務所・宮前分室・桜上水北分室は１２月２６日金、高円寺駅前事務所は１２月２７日土までの閲覧となります。


